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扇野大体教科書に準じてやっております
が，先生によってはプリントなどを用意して入
門時の指導を行なっています。
竹蕩体系文法などを最初から与えないで，
古典に対する興味を失なわせないよう努力して
います。
中村辞書の引き方，口語と意味の違う語彙
の説明からやっています。
高瀬辞書の引き方に慣れていない。また，
妥当な訳語を見つけ出すことが困難なようで
す。中学校においては，実際にどの程度，どの
ようにやっていらっしゃいますか。
林古典に親しませ，』潰れさせる程度です。
辞書の引き方や語法の問題には触れていませ
ん。対･訳になった古典の原文と現代語訳を比較
して，どの部分がどのように違うかを認識させ
る程度です。
千場私の学校では古語辞典なども持たせて
いません。教科･書に出て来た古典の原文は，で
きるだけ暗詞させることにしております。
高野中学校では古典を扱かう時間が非常に
少ないのです。現在私の学校で使用しておりま
すＭ社の教科書では，各学年11月に古典教材を
配列しております。lか月の規定の時数は16～
20時間ですが，実際には13～17時間程度になり
ます。教材は１年萩大名(訳)，今昔物語(訳)，
故事物語で，２年は徒然草，蘭学事始（訳，原
文少々)，平家物語０６訳)，３年は奥の細道
(三好達治の文，冒頭は原文・対訳)，古典和歌
(万葉・古今・新古今)，漢文(対訳)のような状
態で，原文の場合も歴史的かな遣いの横に現代
かな遣いを施してあります。したがって，現状
では読み，親しませるのがやっとです。ただ私
の学校では辞書を持たせ,｢徒然草｣,｢今昔物語」
はじめに
本稿は去る昭和43年11月22日，本学部附属高
等学校において行なわれた高校教育研究協議会
の国語分科会の協議経過の記録である。
協議主題は「中学・高校の古典の関連につい
て」で，出席者は34名であった。発言の録音さ
れたものに，後日各自が多少加筆し，意見の交
換も追加し，ご参加各位のご了承を得て，ここ
に藤田福夫・深川明子両名の名儀において発表
させていただくことにした。関係者諸氏に深く
感謝したい。なお，整理の都合上，せっかくの
ご発言を－部省略したことを関係各位にお詫び
し，主な発言者の姓名を記しておく（発言順）
松田章一（金大付高・司会）扇野外喜雄（石川
，錦丘高）竹脇敬一郎（富山・新湊高）中村
征勝（石川・星稜高）高瀬允（金大付高）
林昭子（石川・鹿西中）千場和子（石川・紫
錦台中）高野敏三（金大付中）鉄車佳司
（金大付高）深川明子（金沢大学）熊野万亀子
（石川・高浜高）坪内晋（福井・大野高）諸
岡昭円（石川・門前高）加藤淳（富山・小杉
高）桑山周一（石川・泉丘高）藤田福夫
（金沢大学）〔敬称略〕
高校における入門期の現状と中学校の現状
松田ただ今から本日の協議主題である「中
学・高校の古典の関連について」ご協議いただ
きたいと思います。
まず，中学校・高等学校からそれぞれ現状を
報告していただき，おたがいにその認識の上に
立って今後の古典の扱い方を検討していきたい
と思います。
先生方の高等学校では，入門時の指導をどの
ようにしていらっしゃいますか。
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｢宇治拾遺物語｣などを少々原文のままプリント
して与えております。．
いません。自然のうちにできるものであって，
このためには中学校との関連が重要になりま
す。体系文法は形の上だけでやっても使えませ
ん。授業の中で多くとりあげ，練磨させねばな
りません。そのためには，まとまりのある教材
をやる必要があると思います。２学期は教科書
で８段しか出ていないところの「徒然草」を５０
段ほどやります。そうすると内容についてもま
とまった感想・印象を持つようになり，語法も
反復して現われるので習得されやすいと思いま
す。
教材は内容理解の可能なものを多くやるよう
に心がけ，方法的にはゆっくり，徹底的にやる
語法習得の時間と，既習の知識をフルに活用し
て内容の読みとりを主とする時間とを区別して
併置するとよろしい。以上のように考えており
ます。
鉄車付け加えて申しますが，内容の読みと
りを主眼とする授業は，教材の選択が大変むつ
かしいと思います。１～２年ではまだ古典の無
常観など思想・』情感のむつかしい要素をもつ教
材は扱えません。筋だけの面白さを持った平易
な教材を選ぶことが必要です。お伽噺の類や説
話など物語的な面白さをもっているものが適当
でしょう。
深川私も付校の方針によりまとまりのある
教材を読むことをやらせていただいています。
授業は１年生に角川文庫の｢平家物語｣を持た
せもっぱら読むことを主眼とした速読の授業な
のですが，１時間のうちほんの５～６分時間を
とって，その内容の背景となっている事件や思
想について説明してやります。たとえば，末法
思想のこと，熊野信仰のこと，比叡山のこと，
後白河法皇のこと，宋貿易のこと，その他語り
ものとしての「平家物語」の'性格などについて
ですが，そのことによって作品を理解する厚み
が出てくるように思われます。古典文学のバッ
クボーンが作品そのものと遊離されずに理解さ
れることは，古典に対する興味を喚起する重要
な要因であり，真の古典理解へつながるものだ
と思います。厚みに関してさらにいえば，「折
たく柴の記」で白石の父の人間像を読みとって
付高における古典教育
○速読と精読の二本立て
ｏ速読の意義と必要性
松田以上で大体現状についての確認ができ
たものと思います。では次に，本校で考えてお
ります古典教育の意図を高瀬教官から発表して
もらい，今回の協議の一資料として検討してい
ただきたいと思います。
高瀬古典教育について，本校のやり方を一
応簡単に説明致したいと思います。本校の１．
２年生は，古典はむつかしいという認識をもっ
ています。まず，そのむつかしさの原因を考え
てみますと，一つはほとんど古典を習ってこな
い生徒に入門から教えますが，その期間が短か
すぎることです。また，体系文法をやる時間も
足りませんし，勿論，古典語法の体得というと
ころまではなかなか至りません。それから，古
典の教科書の教材が多種多様で，断片的である
ため，内容的にも，語法的にも徹底的理解を欠
きます。したがって反復があり，自然におこな
われるようになれば，生徒にとって容易になる
のですが。古典の時間数が少ないことも原因で
す。多くの学校では増加単位を充てていらっし
ゃるかと思いますが，私の学校でも１時間充て
ております。また生徒側にも事'情があり，英語
・数学に割かれる時間が多いので，古典を学ぶ
時間をつくることが非常にむつかしいようで
す。もう一つ，今１年で徒然草を扱っています
が，８５％の生徒が参考書を持って来て教室で見
ております。参考書さえ持っておれば，特に予
習して来なくてもよく，多少聞き漏らしてもテ
ストの時はそれを見て来れば間にあいます。こ
のような家庭での学習の絶対量が足りないこと
も，古典をむつかしくしている一原因だと思い
ます。今，参考書のことに触れましたが，私は
その功罪の罪の方を考えてみて，参考書がある
なら，それを有効に使いこなした授業をしてみ
たいと思っております。
以上のような実態ですから，入門を重視して
藤田・深川：中学・高校の古典教育について 2１
いく過程において，武士の典型が浮きぼりにさ
れていきます。白石の時代とはまた違う武士気
質を脳裏に具体的に映像化できるのはまとめて
読んだその厚み故だと思います。
ともかく，古典を理解するためには（もっと
もこれは文学一般に共通することでもあります
が)，内容を精繊に綿密に読みとるのも一方法
ですし，まとまりのあるものを通して読むこと
によって総括的に把握，理解して古典の精神に
迫るのも有効な方法であるわけです。そして，
後者は入門期において興味を失なわせないため
には非常に効果的な方法のように,思われます。
通して読むことによって，生徒の中に古典理解
のための精神的厚みを作ることは，古典という
歴史的価値を荷った作品の場合どうしても避け
ることのできないことであると思います。
速読の授業の入門期の指導において，私が感
じている事をもう一つ言いますと，教材によっ
ては教師が朗読してやることで終ってもよい場
合があります。教師の朗読によって古典のリズ
ムを体得させ，直接に古典の世界へとびこませ
てやるのです。たとえば，「平家物語」の妓王
の章などは，実際に授業をやってみてそのよい
例だと思いました。そのためにも，前にいわれ
ましたように教材の選択が大きな問題になって
くると思います。
饗が大きいですね。幼ない時から親しんでいる
ものが，理解を助ける大きな鍵となると思いま
す。「今昔物語」でも，芥川の「羅生門」をや
っているのといないのとではくいつき方が違っ
てきます。何度も同じようなものを繰り返して
やること，親しみを持っているものを選ぶこと
が大切ですね。
諸岡私どもの学校では，学校の事情にもよ
ると思いますが，程度を下げて，内容のわかり
やすいものを，量も少なくやるより他に方法が
ありません。
高瀬全体にレベルろ下げて，中学などでは
生徒の生活経験に根ざしたもの，たとえば,｢螢
の光」の歌や，「万葉集」でもむつかしいもの
でなく易しいものなど，決して「徒然草」にな
らなくてもよいと思います。
松田ただ今，教材としては物語性のあるも
の，平易性が将来の見通しとして出されました
が，他に何かございませんか。
加藤私どもでも「竹取物語｣，「宇治拾遺物
語」など一番やさしい教材を選んでやっていま
すが,郷土文学を扱うのも一方法だと思います。
土地の関係上，三島野，高市黒人，芭蕉などを
とりあげると生徒は非常に興味を示します。
高野教科書では同じ「万葉集」でも，赤人
など最高の人の最高の作品がでている。東歌な
ど平易な教材の発掘も大切ですね。
桑山丁度理屈っぽい年頃ですから，文法で
律していけばわかったといいます。したがって
人生観など理屈でわかる教材を好みます。和歌
や俳句などはだめですが，俳論はかえって喜こ
ぶ傾向があります。
高校入門期の古典教材について
ｏ平易で，物語的'性格を有するものを
ｏ郷土に関係のある文学を
松田切れ切れでない，まとまった教材を扱
うことが強調されましたが，その教材の選択が
むつかしいということで，高１の入門期の教材・
としてはどのようなものが考えられるか検討し
てみましょう。「今昔物語」のような説話文学
がまず考えられますが。
熊野「竹取物語」などとりつきやすい教材
を時間をかけてやっています。
坪内１年はやはり「竹取物語」をやってい
ますが，興味をもちますね。筋がおもしろいと
言います。
鉄車「竹取物語」などは講談社の絵本の影
中学古典教育の現状と教材の批判
文語意識の指導は身近かなものから
松田いろいろ出たところで，次に中学校の
古典教育がどうあるべきかｊ教科書の教材批判
なども併せて検討してみたいと思います。
現在の教科書ではどのように文語意識をつけ
いてるのですか。
高野簡単に言いますと，１年書き下し文，
２年対訳，３年脚注が原則のようです。
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「徒然草」まで，どのような教材をどのような
段階を踏んで配列するかが大きな問題でしょう
ね。また，教授法になりますが，私は漢文で昔
やった素読の段階がある程度あってもよいよう
に思います。ことばを覚えること，表現に慣れ
ることは古典教育の第一歩だと思いますから。
松田中学校の教科書では，今あるような形
での教材･は必ずしも必要としないということに
なりますか。
高野全く必要としないといっても言いでし
ょう。中学校の教科書が，一応国民として知っ
ておかなければならない最高度のものを与える
という建て前で作られているところに問題があ
るわけです。
高瀬そうすると中学校を完結教育とみない
ということですね。
深川高校進学の全国平均が82.4％というこ
とですから大体はそれでよいと思いますが，進
学しない残りの10数％のために古典の本質的精
神に触れた平易な文章を載せておく配慮も，現
状では必要でしょう。将来何かの機会に古典に
関心を持つようになるかも知れないという可能
性を信じて，その最低の素地となるものだけは
与えておいてやりたいものです。勿論，全体と
しては中・高一貫したカリキュラムが必要なこ
とには異論ありません。
高校の古典教材について
多様化に伴なう問題
松田ともかく現在の教科書は，中学校にお
いても高校においても，それぞれ一通り上べを
なでただけのようです。安易な形式主義に当事
者は満足していたと言えると思います。それで
は，中学校の問題はその程度にして，高校の教
材について話を進めたいと思います。既に高校
初期の教材については話が出ましたので，高校
における教材･の上限をどう考えるかというとこ
ろから入っていきましょう。
高瀬生徒は割切っていますね。大学の入試
をめどにしています。私は個人的には，「源氏」
は絶対必要でない，「枕草子」もむつかしいと
ころはいらないと考えています。
坪内しかし，現実には全国の大学入試に－
深川１年でも書き下し文の中に原文を少し
混入させ，一応は次第に慣れさせていこうとい
う意図はあります。しかし非常に形式的である
ため，実際には意図された通り文語意識が成長
してきていないのが実情のようです。
高野教材がよくないのです。
高瀬訓練が出来ていないことと，国民生活
から遊離した教材を扱っているところに問題が
ありましょう。
鉄車教科書の教材が本当に遊離しているの
か検討してみる必要がありませんか。計画的に
段階を踏み，時間を充分かけても「枕草子」や
「徒然草」などの思想は，本質的にむつかしく
て中学生には到底わからないものなのですか。
高野わからないと思いますね。昔の我々の
中学時代を考えても，２．３年では石川啄木や
吉田絃二郎などが興味のあるものでした。
松田教科書は文学史上のはなばなしい作品
を取り上げすぎ，しかも語法と内容理解との二
兎を追いすぎていませんか。我々の日常生活が
古典の世界とはことばの上からも，思想の上か
らも遊離していますから，現在の教科書のよう
に崇高なものがボンときても理解がいきとどか
ないし，根なし草だから覚えてもすぐ忘れてし
まいます。
高野したがって，教材としてはごく身近か
なものから選ぶべきで，日常生活にもう既に入
っているものを取り上げて文語意識の指導に結
びつければよいと思います。たとえば，小学５
年生の音楽の歌詞に｢水うち清めし……｣という
のがあります。この短かい－節にも文語の指導
としては，、うちミという接頭語，過去の助動
詞、し＝などがあげられます。既に生徒が体得
している身近な歌などから入れば指導も楽でし
ょう。（賛成の声につづいて，他にふるさと，
螢の光，われは海の子，百人一首，いろは歌な
どがあげられた｡）
高瀬では，中学校における古典の上限をど
のように考えていらっしゃいますか。
高野「徒然草｣まででしょうね。「徒然草｣の
物語的なものを上限と考えてよいと思います。
鉄車歌詞の指導や，読んでわかる文章から
藤田・深川：中学・高校の古典教育について 2３
番多く出るのが「大鏡」で43％，次が「源氏」
ですからね。
桑山私の学校では「源氏」は喜びますね。
もうやめるのかという，最高のものを学んでい
るという意識があるようです。
藤田高校を一応完結教育と考えるなら，や
はり「源氏」も扱っておいてほしいと思います
ね。もっていき方はいろいろあると思います。
たとえば，現代かな遣いによる提出のしかたで
もよいのではないでしょうか。
高瀬「源氏」はやるべきだという意見は充
分わかるのですが，何しろ対象が膨大なものだ
から切れ切れになる。それならいっそ大学の教
養部へまわしてもよいと思うわけです。また私
は，「蜻蛉日記」とか「建礼門院右京大夫集」
などもいらないと思います。特殊なもの，評論
的なものはなるべく敬遠したいと思います。
藤田審議会に出ている委員が水準を下げた
がらない気持ちがつよいようですね。生徒がよ
くのみこめていない事がわかっていないのでは
ないでしょうか。単なる自己満足でないかと思
います。
松田そんなところで，次に高校のカリキュ
ラム編成についてですが，語法は現在の教科書
でもやれると考えてよいですね。焦点を教材の
内容に絞って考えてみましょう。
鉄車やはり一応主なものは触れなければな
らないのではないでしょか。
松田「源氏」はむつかしい，だから高校が
国語に関しては完結教育であると考えることに
しても，現代の人たちの日本文化ないしは日本
の古典の本質に触れた評論などを扱うことによ
って代表させてもよいのではないですか。勿
論，これは高校の学力をどの程度と認めるかに
よってまた違ってくるわけですが。
高野下地でよいのです。
鉄車卒業したらよまないのが現実です。読
めるような下地を作るだけではすまされない面
があります。だからむつかしい教材でも，わか
るところをやればよいし，またわかる先徒には
どんどん理解出来るものを与えていくべきだと
思うわけです。
松田多様化の問題に入って来ましたが，多
様化も現状ではやむを得ない。「源氏」を読む
者もいればそうでない者もいてよいということ
になりますね。したがって，カリキュラムも古
典乙１や乙２の上限を示すことが大切と考える
より甲の上限を示して，これを一応高校の上限
としてもよいのではないですか。
高瀬甲と乙の差も，現行の教科書では単な
る量の差だけであるというのも問題ですね。
鉄車高校では既に能力別編成をしつつあ
り，また，せざるを得ないのが実情のようで
す。差のあるものを同様に扱うことは，既に中
学校においても問題がありませんか。
高野中学校では最低限の基準や遅れた生徒
のことを問題にするだけですから，特に問題点
となるという意識はありません。
鉄車戦後，人間解放の思想のもとに，むつ
かしいものがずっと下までおりすぎたのではあ
りませんか。
藤田しかし反面，人間解放の考えによって
比較的読みやすい説話文学が入ってきた美点も
あります。昔はあまり内容のない擬古文から入
門したのが，今は説話文学などから入る。あれ
はいいことですよ。
中学，高校の断層
現実の問題点と指導要領の問題点から
松田ここら辺で一応まとめてみたいと思い
ますが，高野先生いかがですか。
高野中学と高校では大きな断層があること
が改めて認識されました。中学校としては古典
の時間がもっと欲しい。体系文法を少し含んだ
理論的・基礎的なものをやりたいし，古典を尊
敬する態度を身につけて高校へ渡したいと思っ
ています。しかし現状はなかなかそこまではい
きませんから，中学校の実I盾もよく認識して考
慮してほしい。現在は入門の手引きから高校で
やっていただかねばならないのが実'盾ではない
かと思います。
深川高等学校の指導要領には種々の目標が
「中学校の学習の基礎の上に」立って達成され
るように，指導上の留意事項として書かれてい
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ます。しかし，その中学校では指導要領に「古
典について基本的なものに適宜触れさせ，古典
に対する関心をもたせるように留意する」とあ
って，指導にあたっては「現代語訳や注釈など
をつけたり，書き下したりして理解しやすくし
た古典などを用いることを考慮」するとあるだ
けです。したがって，高校の指導要領に書かれ
ている「基礎」と中学校側で考えているものと
は実質的な差があるように感じられます。断層
と言うことでは，指導要領そのものにも矛盾が
あるのではないでしょうか。
藤田今度の指導要領の改訂では中学校の古
典が重視されています。それによって有機的連
絡がつき，幾分その問題は解決するのではない
でしょうか。
高瀬単に横巾が広くなるだけでしょう。種
々雑多な教材がやたらに増えるばかりで，現場
では今まで以上に困難になるだけだと思いま
す。
に言えましょう。現在の指導要領や学校制度に
関係なく，古典に関しての考えを整理して表に
しますと次のようになります。（板書する）
中学・高校における古典教材取扱上の
形式．内容の比率表
内容晩３
形式晩７
形
式
中
心
中 年
内容晩４
形式肌６学 年
校 形式
」
内
容
内
容 形式年 併一
存
50％５０％年同
等 形式晩４
内容晩６
内
容
中
心
年品二廻可
形式肌３
内容胱７校 年
中・高一貫した古典教育の基本的原案 ここで，小学校や家庭の空白をどうするかが
問題です。昔は百人一首や謡曲などによって，
家庭の中に古典的環境が準備されていたのです
が。
また，中学校は技術中心，高校は内容中心で
すが，中３．高１がその交替期と考えてよろし
い。現在は一応中学が完結教育であるという立
場に立っているので教材の提出に無駄がありま
す。それから，中学校は技術中心といっても，
その教材･はなるべく内容のすぐれたものを選ぶ
必要があります。たとえば，「玉勝間｣とか,｢蘭
東事始｣など｡これらは従来もとられて来ました
が変ったところでは「東洋文庫」（平凡社）に採
られている「東遊雑記」（古川古松軒）のような
紀行的随筆とか，宗教関係書の原文とか，さ
らに明治初年の思想家のもの（これは低学年
では少しむつかしいかも知れませんが）とか，
明治中期の男女作家の創作や雛訳（たとえば上
田敏の「みをつくし」に見られる訳文）などの
中にそれぞれの学年の教材に適当なものを発見
できましょう。そういう教材の発掘に力を入れ
るべきです。戦後，説話文学が重視されたのは
松田藤田先生，中．高の古典教育の関連に
ついてご意見を聞かせて下さい。
藤田古典教育をやる以上，古典に肉迫する
ことが大切だと思います。私自身にも，いつま
でたってもわからないのは「古事記」などにう
かがわれる原始人の神話的思考方法です。万
葉時代の考え方，感じ方はまだわかりますが，
「古事記」などになりますと古代原始人と一体
化した意味での理解は，今後だんだん困難にな
ってくるといえると思います。時間がたつにし
たがって，次第にわからなくなるのがあたりま
えですから現状において我々は，古典が我々と
隔絶したものにならないように努力していかね
ばなりません。
古典の理解を大きくわけると技術的理解と内
容的理解の二面があります。昔は文語意識が自
然に入っていくことが多かったのですが，現代
では技術面から古典に入る問題がからみあって
来ています。高校進学が82％以上である以上，
中．高を一貫したものとして考えますと，中学
校は技術中心，高等学校では内容中心と大まか
藤田・深川：中学・高校の古典教育について 2５
新しい現象でしたが，まだまだ教材範囲を拡大
していく余地があります。
松田古典教育に関しては中・高一貫したカ
リキュラムが必要であり，また，それに関する
種々の問題もかなり明確に浮き彫りにすること
が出来たと思います。そこで，今度は古典教育
の根本問題について触れておきたいと思いま
す。ただ今，藤田先生が教材･の問題に関して述
べられましたので，まずそのことについて少し
考えてみたいと思います。
松田「醒睡笑」などもどうですか。
高瀬もっと硬いものも入れていいでしょ
う。たとえば「駿台雑話」など。
松田古典教材の中に，現代人が古典をどう
享受したかを示してくれる教材があってもよい
と思います。たとえば亀井勝一郎，和辻哲郎，
竹山道雄の作品などです。現在は現国の中に入
っていますが，これは余りにも古典を遠いもの
と意識しすぎているからではないでしょうか。
また，柳田国男の「雪国の春」などもよいと思
います。
藤田貴族文学と我々とを媒介するものとし
て，少し程度が高くなりますが，同じように近
世の人が平安時代について書いたもの，たとえ
ば物のあわれ論のようなものとか，中世の人が
平安時代のものについて書いたもの，たとえば
歌論害のようなものもいいではありませんか。
松田今までの教科書の教材選択が一般に古
典文学作品主体主義であったと思います。もう
少し民衆の生活を書いたものも入れてよいので
はないでしょうか。
藤田それは日本文学のあり方が全体として
貴族主義，趣味的であって，庶民生活的でなか
ったことに起因していましょう。しかし，教材
としての着眼は徐々に修正されているのではな
いですか。
深川確かにそういう－面はあると`思いま
す。しかし，教科書教材選択の際の基本は，や
はり花鳥風月的な詠嘆的杼I情が日本文化の伝統
美であるという考え方で貫かれていることには
変りがないようです。そして，最近では全体的
にまたその方向が強化されているような印象を
受けます。たとえば，小学校の教科書が43年に
改訂されましたが，それをみるとＧ社の６年用
では，寒川道夫の「第三の火」－第三の火（原
子エネルギー）が平和のための良心とともに燃
えろ－という詩がなくなって，平木二六の「法
隆寺の秋」が巻頭を飾る詩として載せられてい
ます。杼'清的・伝統的な美への賛美がはっきり
と前面に押しだされたわけですが，この根本的
姿勢はますます中．高の教材･選択の際には明確
になってくるように思われるのです。したがっ
教材の根本的再評価
庶民生活を描いた文学教材の発掘
教材の提示の方法に工夫
藤田「方丈記｣，「徒然草」などは思想的な
点では余り高く評価する必要がないという意見
があります。もっともと思うのですが，特に方
丈記などは大人の文学ではなく，世の勘ね者の
愚痴ですよ。古典の第一級作品のような扱い方
がなされていますが，その評価を変える必要は
ありますね。宗教的なものは直接宗教家自身が
書いた原典に拠らねばならない。その方面の発
掘も遅れていますね。
松田語録など，多少教科書には出て来るの
ですが，そんなものが出て来た時は扱いにくい
ですね。そのために出ていないのではないでし
ょうか。しかし，「論語」が漢文には必ず入っ
ているわけですから，親鱒とか道元とかの著作
が当然あってよいと思います。また，教材とし
ては現在に通じる古典が少なく，研究されたも
のばかり出てくるのは，発掘者（研究者）に責
任があるのではないでしょうか。
藤田しかし，現在は戦前のような奈良，平
安絶対主義は破られているし，説話文学の開拓
も大きな進歩です。徐々にだが変化はしていま
すね。先の「蘭東事始」なども，戦前ですが，
新しく発掘された教材だったわけです。
その他，まだ発掘の余地のあるものとしては
仮名草子があげられるでしょう。あれは王朝物
語的なものと同時に，宗教的あるいは道徳的な
ものを多分に含んでいますから，単に情緒だけ
の擬古文とは違いますね。
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古典が必要だと言えますね。
深川先の，新しい観点に立った教材の発掘
・選択の必要性に関係するわけですが，古典教
育も国民教育の一領域を荷っている以上，古典
を通して民主的な新しい人間を創りあげるとい
う現代の共通の教育課題にもこたえるべきだと
,思います。
松田どうも長時間ありがとうございまし
た。（文責深川）
て，私は庶民生活を描いた文学の発掘は勿論，
もっと根本的に古典文学の中から庶民のエネル
ギーを感じさせるものの発掘の必要性を感じて
おります。おたがいにそういうものへもう少し
眼を向けて，そのような見地に立った教材の選
択・配列も一方では真剣に考えていかねばなら
ないと思うのですが。
それから，話は変りますが，教材の提示は書
き下し文から必ずしも入る必要はありません
ね。文学がことばによって表わされるものであ
る以上，ことばそのものを大切にしたいと思い
ます。
松田「源氏」を注釈書と一緒に出すのもお
もしろいと思います。
藤田大学用教科書ですが，近頃では「古今
集」の脚注に古注を入れてあるような種類の本
がかなり見られるようになりました。教材提示
の方法にそういう見地が必要だということです
ね。
後記
以上の協議を通じて，必ずしも明確な結論を
得たわけではないが，採りあげられた話題を要
約すると次の諸点となる。
Ｌ古典教材･の配列を中学・高校を一貫して
考え，入門期には形式面に重点を置き，次第に
内容を重視したものに進む。
２．古典教材の生活背景，時代環境は現代の
それと非常に違ったものであるから，その取り
扱いにはつとめて作品の生まれた環境条件を明
らかにして理解を助ける必要がある。
３．入門的古典教材，およびその後のものに
も内容的意味のある新しい観点に立った教材の
発掘の余地があること。
４．中学・高校の国語教育で，古典教材の程
度の上限は具体的にどのようなものに置くべき
であるか。この際，必ずしも中学を完結教育と
考えずに，自然な理解の程度を考慮すべきであ
る。
５．古典教育は，現代の国語教育全体の中で
どのような意味を持つかについては，現代教育
の第一義的なものではないが，絶対に欠くこと
のできないものであるという意見に落ちつい
た。
６．国語教師は具体的作品によって，前５項
のような民族的な`情操教育をすることのできる
ほとんど唯一の責任者である。観念的な形の理
解とちがった情操的なものを古典教育に期待し
たい。（藤田記）（昭和43.12.28）
古典教育の意義について
松田では最後に，古典から何を摂取するの
か，つまり，古典を学ぶ意義のようなことにつ
いて一言ずつ。
藤田日本人の文化遺産としての日本的感覚
を養なうこと。それは古典文学というものを通
して養なわれるでしょう。国語の教師が具体的
な作品を通してこれを次の世代に伝える義務の
ようなものがあると思います。世界文学の中で
日本文学の果たす使命一感触一は，現代文化に
おいて必ずしも第一義的な意味はもたないけれ
ど，絶対になくてはならぬもの，たとえば刺身
のツマのようなものではないでしょうか。
鉄車今の高校生に古典を与えておけば，彼
らがやがてその下地に立って生活することが大
切なのでしょう。ともかく生活に深み，潤いが
出て来ることは言えると思います。
高野ノーベル文学賞を受賞した川端康成は
古典を土台にしています。日本文学の創造には
